
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
地
方
協
議
会
・
石
塚 

和

（
東
京
都
本
部
副
委
員
長
と

近
畿
地
方
協
議
会
・
早
田 

武
彦
（
京
都
府
本
部
書
記
長
）

が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
を

進
め
ま
し
た
。
執
行
部
を
代

表
し
て
、
角
田
季
代
子
委
員

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

大
変
な
１
年
で
あ
っ
た
。
今

も
第
３
波
の
感
染
拡
大
の
最

中
で
あ
り
、
国
民
の
い
の

ち
・
暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
重
要
な
局
面

委
員
会
で
の
勝
利
命
令
の
報

告
や
業
種
別
運
動
の
取
り
組

み
な
ど
様
々
な
闘
い
と
要
求

前
進
、
職
場
で
の
２１
春
闘
の

構
え
・
闘
い
の
報
告
で
し
た
。 

 

全
体
の
発
言
者
は
２４
名
、

文
書
発
言
が
１
名
で
し
た
。

そ
の
後
、
廣
瀬
書
記
長
か
ら

討
論
の
ま
と
め
と
し
て
答
弁

し
、
そ
の
後
に
石
田
副
委
員

長
か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
最
後
に
角
田
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
！
三
唱

で
第
２２
回
中
央
委
員
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。 

 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
態
の
中
で
２１
春
闘
が

闘
わ
れ
ま
す
。」「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
大
企
業
の
内
部
留
保
は

積
み
増
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
大
企
業
の
内
部
留
保
を

労
働
者
に
還
元
さ
せ
る
。
こ

ん
な
闘
い
を
２１
春
闘
で
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し

た
。
続
い
て
、
廣
瀬
書
記
長

か
ら
第
１
号
議
案
・
春
闘
方

針
案
・
統
一
要
求
基
準
案
・

一
般
経
過
報
告
が
提
起
さ

れ
、
鈴
木
書
記
次
長
か
ら
第

２
号
議
案
・
中
間
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
１
日
目
の
討
論
は
、

１２
名
の
方
か
ら
発
言
が
あ

り
、
終
了
し
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
早
朝
９
時
か
ら
行
わ

れ
、
資
格
審
査
・
議
事
運
営

委
員
会
か
ら
の
報
告
後
、
討

論
に
入
り
ま
し
た
。
２
日
間

行
っ
た
討
論
は
、
い
ず
れ
も

春
闘
方
針
を
補
強
す
る
発
言

で
、
魚
沼
運
輸
分
会
の
労
働

第
２２
回
建
交
労
中
央
委

員
会
は
、
１
月
３０
日
（
土
）
・

３１
日
の
２
日
間
、
群
馬
県
安

中
市
・
い
そ
べ
ガ
ー
デ
ン
で
、

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
開
催
さ
れ
た
第
２

２
回
中
央
委
員
会
は
、
会
場

参
加
者
を
出
来
る
限
り
絞
り

込
み
、
県
別
・
中
央
委
員
と

業
種
別
中
央
委
員
を
あ
わ
せ

て
１５
名
の
参
加
者
で
行
い
、

コ
ロ
ナ
対
策
し
た
う
え
で
行

い
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
リ

モ
ー
ト
参
加
者
３２
名
と
議

長
長
委
任
１
８
名
で
、
中
央

委
員
会
と
し
て
の
成
立
要
件

を
満
た
し
ま
し
た
。 

 

森
谷
副
委
員
長
が
開
会
挨

拶
を
行
い
、
議
長
団
は
、
関
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１
月
１１
日(

月)

に
建
交
労

神
田
支
部
第
４
６
回
幹
部
学

校
が
開
催
さ
れ
、
執
行
委
員
１６

名
・
青
年
婦
人
部
２
名
の
計
１８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
再
拡

大
に
よ
り
１
都
３
県
に
２
度

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
例
年
２

日
間
で
実
施
す
る
幹
部
学
校

を
１
日
に
短
縮
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

方
式
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
で
の

会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 

村
上
委
員
長
の 

新
年
あ
い
さ
つ 

 
 

冒
頭
、
村
上
委
員
長
か
ら
執

行
部
を
代
表
し
て
新
年
の
挨

拶
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た

ち
の
生
活
方
式
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
、
労
働
組
合
も

情
勢
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
組

合
員
同
士
の
交
流
に
も
制
限

が
あ
る
状
況
で
あ
る
が
、
２１
春

闘
で
の
要
求
実
現
の
た
め
執

行
部
を
中
心
に
組
合
活
動
の

さ
ら
な
る
奮
起
を
お
願
い
し

た
い
と
力
強
い
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
情
勢
学
習
で
は
、
石

塚
書
記
長
を
講
師
と
し
て
「
神

田
支
部
に
お
け
る
同
一
労
働

同
一
賃
金
対
策
」
を
テ
ー
マ
に

約
１
時
間
の
講
義
を
行
い
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
法
的
概

念
や
判
例
を
も
と
に
カ
ン
ダ

４
社
に
お
け
る
各
種
手
当
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
、
近
藤
組
織
統
制
部

長
よ
り
２
０
２
１
年
春
闘
方

針
案
の
提
案
と
石
塚
書
記
長

よ
り
２
０
２
１
年
春
闘
方
針

案
の
提
案
が
あ
り
各
専
門
会

議
や
、
賃
金
専
門
委
員
会
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
分
会
代
表
者
よ
り
分
会

の
職
場
要
求
と
課
題
に
つ
い

て
も
報
告
が
あ
り
、
質
疑
討
議

で
は
全
体
を
通
し
て
１２
名
か

ら
の
発
言
が
あ
り
、
石
塚
書
記

長
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

主
な
発
言
内
容 

 
・
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
お
い

て
年
間
休
日
の
扱
い
に
つ
い

て
。 

・
賃
金
格
差
を
つ
け
る
た
め
契

約
社
員
と
新
正
社
員
の
責
任

の
差
を
つ
け
る
の
は
現
場
が

混
乱
す
る
の
で
反
対
で
あ
る
。 

・
契
約
社
員
評
価
制
度
導
入
に

つ
い
て
、
責
任
差
を
つ
け
る
対

策
と
相
反
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。 

・
新
正
社
員
登
用
年
齢
の
撤
廃

が
同
一
労
働
同
一
賃
金
解
決

の
最
善
策
で
あ
る
こ
と
。 

・
年
初
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
管

理
職
に
も
実
施
し
て
も
ら
い

た
い
。 

・
年
末
年
始
手
当
の
拡
充
（
１２

/

３１
～
１/

３
の
４
日
間
） 

・
集
交
の
回
答
額
内
容
は
、
基

幹
社
員
で
あ
る
「
新
正
社
員
」

に
す
べ
き
。 

・
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る

職
場
オ
ル
グ
開
催
方
法
（
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
方
式
） 

 

全
体
討
論
の
中
で
春
闘
討

論
集
会
に
つ
い
て
は
、
当
面
の

職
場
オ
ル
グ
中
止
予
定
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
協
議
の
結

果
、
主
要
な
職
場
に
つ
い
て
は

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

石
塚
書
記
長
の 

討
論
ま
と
め 

 

全
体
討
論
の
後
、
石
塚
書
記

長
よ
り
幹
部
学
校
の
ま
と
め

が
あ
り
、
２
０
２
１
年
春
闘
方

針
案
確
立
に
向
け
た
意
思
統

一
を
各
分
会
に
強
く
訴
え
か

け
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
奥

貫
副
委
員
長
よ
り
閉
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
吉
田
青
年
婦
人
部

長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
第
４６
回
幹
部
学
校
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

  

大
阪
府
本
部 

 
 

小
城
執
行
委
員
の
投
稿 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ん
で
い
た
だ
い
た
支
部
は
、

関
西
支
部
４
名
、
関
西
合
同

支
部
３
名
、
大
阪
合
同
支
部

１
名
、
此
花
支
部
１
名
、
関

西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
退
職

者
ユ
ニ
オ
ン
１
名 

合
計

１２
名
で
し
た
。 

 

大
阪
府
本
部
は
、
第
２２
回

建
交
労
定
期
大
会
で
確
認
し

た
最
重
要
課
題
を
実
践
す
る

た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

て
も
出
来
な
い
理
由
を
さ
が

す
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た

ら
出
来
る
の
か
を
議
論
し
、

宣
伝
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

 

状
況
が
続
い
て
い
る
。」
と
冒

頭
に
述
べ
「
菅
自
公
政
権
は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を

め
ぐ
る
議
論
を
急
速
進
め
、

歴
代
自
民
党
政
権
で
さ
え
防

衛
政
策
の
基
本
に
し
て
き
た

「
専
守
防
衛
」
の
原
則
を
投

げ
捨
て
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も

に
世
界
で
戦
争
す
る
国
へ
と

突
き
進
む
。
そ
の
た
め
に
、

最
大
の
制
約
で
あ
る
憲
法
９

条
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

 

大
阪
府
本
部
は
、
２
月
１１

日
（
木
・
祝
）
午
前
１０
時
～

阪
急
茨
木
駅
前
で
「
改
憲
発

議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署

名
」
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
行
っ
た
宣
伝

行
動
で
も
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ビ

ラ
の
受
け
取
り
も
良
く
、
約

１
時
間
で
５
０
０
個
配
布

し
、
署
名
は
２１
筆
集
約
し
ま

し
た
。
弁
士
に
は
前
村
委
員

長
と
荻
田
書
記
長
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

は
、
い
ま
だ
衰
え
を
見
せ
ず
、

大
阪
府
を
含
め
た

１０
都
府

県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
て
い
る
。
国
民
に
大
き

な
苦
痛
を
も
た
ら
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
入
院
出
来

な
い
ま
ま
亡
く
な
る
人
が
相

次
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
病

院
や
保
健
所
で
働
く
方
々
の

疲
弊
は
限
界
を
超
え
「
医
療

崩
壊
」
と
い
う
べ
き
深
刻
な

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。
参
加

者
は
全
体
で
１３
名
、
関
西
支

部
３
名
、
此
花
支
部
２
名
、

大
阪
合
同
支
部
５
名
、
退
職

者
ユ
ニ
オ
ン
１
名
と
府
本
部

２
名
で
し
た
。 

 

堺
市
に
あ
る
新
金
岡
集
合
住

宅
で
２
月
１３
日
（
土
）
午
前

１０
時
か
ら
全
戸
ビ
ラ
を
配

布
し
ま
し
た
。
組
織
拡
大
宣

伝
ビ
ラ
に
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

会
社
か
ら
解
雇
や
雇
止
め
な

ど
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
る

方
」「
給
料
が
安
く
て
休
み
も

少
な
い
、
そ
の
上
事
故
を
起

こ
し
た
り
商
品
を
壊
す
と
会

社
か
ら
事
故
弁
済
金
を
請
求

さ
れ
て
困
っ
て
い
る
方
」
向

け
の
内
容
と
裏
面
に
は
、
労

働
組
合
の
権
利
な
ど
を
紹
介

し
た
ビ
ラ
を
３
，
０
０
０
枚

配
布
し
ま
し
た
。
当
日
、
組

織
拡
大
宣
伝
行
動
に
取
り
組
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２
度
目
と
な
る
緊
急
事
態

宣
言
が
大
阪
府
に
も
発
令
し

て
い
る
中
、
組
織
拡
大
運
動
を

後
退
さ
せ
な
い
た
め
に
、
普
段

か
ら
行
っ
て
い
た
主
要
駅
や

ト
ラ
ッ
ク
職
場
が
集
中
す
る

場
所
で
の
宣
伝
行
動
を
避
け
、



 

 

の
中
心
と
し
て
意
識
的
に
行

動
す
る
こ
と
を
学
び
、
社
会

運
動
と
政
治
運
動
を
支
援
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
述

べ
学
習
会
を
終
え
ま
し
た
。

学
習
会
で
の
感
想
は
、
関
西

支
部
組
合
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、「
２
０
２
１
年
春
闘
を
た

た
か
う
上
で
、
展
望
が
開
け

た
。
わ
か
り
や
す
い
学
習
会

で
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
内
容

で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

っ
て
も
出
来
る
運
動
は
や
り

き
り
た
い
。」
と
い
う
決
意
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

関
西
支
部
４
名
、
大
阪
合
同

支
部
６
名
、
此
花
支
部
４
名
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
神

田
支
部
１
名
、
関
西
合
同
支

部
１
名
の
合
計
１８
名
で
し

た
。 

 

た
た
か
い
と
結
び
つ
け
ま
し

た
。
最
後
に
「
今
、
労
働
組

合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
」
現
在
・
未
来
で
は
、
労

働
者
は
、
共
通
の
利
害
を
基

礎
に
、
仲
間
ど
う
し
の
競
争

を
制
限
し
て
団
結
し
、
労
働

条
件
の
改
善
を
求
め
て
た
た

か
う
し
か
な
い
。
労
働
組
合

の
当
面
の
目
的
は
、
賃
金
と

労
働
条
件
の
問
題
に
限
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
未
来
は

労
働
者
階
級
の
完
全
な
解
放

と
い
う
広
大
な
事
業
の
た
め

に
、
労
働
者
階
級
の
組
織
化

財
政
支
出
が
困
難
に
な
る
中

で
登
場
し
て
き
た
現
代
資
本

主
義
体
制
の
擁
護
論
で
あ

る
。
大
企
業
の
経
済
活
動
の

自
由
を
無
制
限
に
認
め
る

「
規
制
緩
和
」、
多
国
籍
企
業

の
利
益
に
奉
仕
す
る
「
国
際

競
争
力
の
強
化
」、
国
家
と
し

て
の
責
任
を
す
べ
て
国
民
に

転
嫁
す
る
「
自
己
責
任
」、
労

働
者
・
国
民
が
歴
史
の
上
に

築
い
て
き
た
も
の
を
破
壊
す

る
。
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

全
労
連
方
針
の
「
４
つ
の
つ

く
る
」
と
「
３
つ
の
戦
略
」

で
２
０
２
１
年
国
民
春
闘
の

し
つ
け
る
新
自
由
主
義
路
線

を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
の

宣
言
で
あ
る
と
述
べ
、
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
も
っ
と
も
ふ
さ

わ
し
く
な
い
政
権
で
あ
る
。

「
安
倍
・
菅
政
治
」
の
根
本

的
欠
陥
は
、
科
学
性
の
欠
如

で
あ
る
。
科
学
と
は
、
事
実

に
も
と
づ
い
て
、
１
つ
１
つ

確
か
め
な
が
ら
、
合
理
的
な

認
識
を
獲
得
し
て
い
く
人
間

の
活
動
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
安
倍
・
菅
政
治
」
は
、
事

実
に
も
と
づ
く
科
学
的
検
証

を
避
け
る
。
こ
こ
に
問
題
が

あ
る
と
説
明
。
そ
し
て
、
自

由
主
義
と
新
自
由
主
義
の
違

い
に
も
詳
し
く
触
れ
、
も
と

も
と
の
自
由
主
義
は
、
封
建

的
圧
迫
と
た
た
か
っ
て
経
済

活
動
の
自
由
を
拡
大
し
よ
う

と
す
る
進
歩
的
な
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
新
自
由
主
義

は
、
先
進
国
で
の
高
度
成
長

が
終
わ
り
、
福
祉
国
家
的
な

大
阪
府
本
部
は
、
２
月
２１
日

（
日
）
午
前
１０
時
～
次
世
代

を
担
う
幹
部
育
成
の
た
め
の

学
習
会
を
国
労
大
阪
会
館
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
関
西
勤
労
者
教
育

協
会
・
槇
野
理
啓
副
会
長
、

テ
ー
マ
は
「
日
本
社
会
の
現

状
と
私
た
ち
の
役
割
」
で
約

１
時
間
４０
分
の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。 

 

関
西
勤
労
者
教
育
協
会
・

槇
野
副
会
長
は
、
は
じ
め
に
、

「
安
倍
政
権
」
を
継
承
す
る

「
菅
政
権
」
の
政
治
の
危
険

性
に
つ
い
て
触
れ
「
日
本
学

術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
」

の
問
題
に
国
会
で
追
及
さ
れ

て
も
答
弁
拒
否
、
無
為
無
策

の
コ
ロ
ナ
対
応
、
コ
ロ
ナ
の

陰
で
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

持
」
政
治
理
念
は
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
本
来
の
政
治

で
あ
る
公
的
責
任
を
放
棄

し
、
国
民
に
自
己
責
任
を
押

ＮＯ  （４）           建交労大阪府本部機関紙              2021 年 2 月号         

 


